
 

 

会  議  録  

会 議 の 名 称 行田市男女共同参画推進審議会（平成 23 年度第 1 回）  

開 催 日 時 平 成 2 3 年 5 月 2 4 日（火）  

開会；午 前 1 0 時 0 0 分・閉会；午 前 1 2 時 0 0 分 

開 催 場 所 行田市男女共同参画推進センター  学習室  

出席者（委員）  

氏 名 

荻野春江、木島ふみこ、中村恵治、横田保良  井上文子、  

山岸泰輔、中居惠子、西山カツ枝、増田豊、山﨑孝子、  

加瀬田健、茂木美智代、小島光子、  

欠席者（委員）  

氏 名 

新井浩美、松本秀夫、  

事 務 局 
小林  茂（部長）浪江美穂（課長）野中利子（所長）、  

石塚聖子（主査）、  

会 議 内 容 

議事  

(１ )平成２２年度男女共同参画関連事業報告について  

(２ )平成２３年度男女共同参画関連事業計画（案）について  

(３ )「男女共同参画フォーラム２０１１」について  

(４ )「第３次ぎょうだ男女共同参画プラン」の策定について  

会 議 資 料 

(１ )  平成２２年度実施事業状況  

(２ )  平成２３年度男女共同参画推進センター事業計画 (案 ) 

(３ )  「ぎょうだ男女共同参画フォーラム 2011」実施概要  

(４ )  男女共同参画プラン作成等スケジュール  

そ の 他 必 要 

事 項 
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確  定  年  月  日  主  宰  者  記  名  押  印  

年   月   日    ㊞  



     

 発  言  者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  
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事務局  
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事務局  

 

議長  

 

事務局  

議長  

委員  

 

事務局  

 

委員  

１開会  

東日本大震災において犠牲になられた方々に対して黙祷  

２あいさつ   会長  

・部長あいさつ  

事務局職員紹介  

・・早速でございますが、議事に入らせていただく。ここからは、審議

会運営規則第３条第１項の規定に基づき、会長に議事の進行をお願い

する。   

・それでは、暫時、議長を務めさせていただく。議事が円滑に進みます

よう、皆さまのご協力をお願いする。   

・  はじめに、事務局に伺う。本委員会の会議は、原則公開となってい

るが、本日の審議内容に、非公開とすべき事項はあるか。   

・・特段、非公開とすべき事項はない。   

・・特段の非公開事項はないとのことであり、本日の会議を公開すると

いうことでよろしいか。   

・それでは、公開して会議を進めたい。傍聴希望者がいれば、入室を

お願いする。   

 傍聴者なしを報告  

３議事  

まず、（１）平成２２年度男女共同参画関連事業報告について説明を事

務局にお願いする。  

＜資料「平成２２年度実施事業状況」に基づき事業内容を説明＞  

・報告内容について質問はあるか。  

・２の相談事業中、相談内容の計が 68 件とあるが、相談者は何人で

あったか。  

・相談については延べ人数で集計している。今後は、相談業務の成果

について審議会の中で報告していく。  

・ＤＶは警察などに通報しているのか。その場合の相談は 1 回で終わ
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るか。  

・警察とは連携を取っている。警察からの連絡があるケースもある。

ＤＶ相談といっても、身に危険がおよぶ相談だけではない。相談内容

が主訴と異なる場合がある。  

・離婚についての相談はどうなのか。何度も相談にのるだけでは解決

しないのではないか。  

・相談内容によって、離婚手続き等の助言もしている。  

・相談は 1 箇所にまとめたほうが効率いいのでは。  

・相談内容によっては、地元での相談をしにくい場合もある。窓口が

複数箇所あることで、市民が相談窓口を選べることから相談をしやす

いという認識のもと、複数の窓口を設けている。  

・次に (２ )平成２３年度男女共同参画関連事業計画（案）について説

明をお願いする。  

・＜資料「平成 23 年度男女共同参画推進事業計画」に基づき平成 22

年 3 月開催の審議会との変更部分を説明。＞  

・今年度の先進市視察研修については、プラン策定のための審議スケ

ジュールを勘案すると実施は厳しいので御理解をいただきたい。  

・県内、県外問わないが行けないのか。プラン策定に時間を費やすと

いうことだが、前回のプランに変更を加えるのであればそれほど時間

がかかるとは思えないが。  

・プランについては、本審議会において行田市の男女共同参画推進に

ついて多様な意見を頂戴し、プランの方向性を審議していただくと共

に、行政内部でも推進会議や専門部会で個別の施策に活かしていくた

めの各課との協議が必要であり、今年度の最重要課題である。  

・視察研修は有効な勉強の場である。  

・視察研修は効果が大きかった。体験は大切である。審議会と各課の

パイプもとても大切であると思っている。  

・視察を前向きに検討してほしい。  

・視野を広めないとプランは作れないのでは。  

・視察は交流の場としてあってもいいのでは。  



議長  ・今年度はプラン策定で視察は難しいことは分かった。今後検討して  
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いただききたい。  

次に (３ )「男女共同参画フォーラム２０１１」について説明をお願

いする。  

＜「男女共同参画フォーラム２０１１について」を基に今年度のフォ

ーラムの内容について意見を頂きたい旨説明。＞  

・今までのフォーラムと男女共同参画の勉強会としてのフォーラムで

は方向性が異なる。方向を事務局に決めてもらいたい。  

・今までは人数集めのため著名人を呼んでいた。事務局提案の講演内

容では人が集まらないのでは。  

・公民館でやっていた公演と同じ内容で行なうのであれば、フォーラ

ムでなくなってしまうのでは。  

・男女共同参画におもしろおかしく興味を持ってもらい広く人が集ま

ってもらわないとやる意味がないと思う。講演内容に工夫をすること

も必要。  

・今までは高齢者の方の参加が多く、もう少し対象年齢を下げたほう

がいいのでは。  

・フォーラムとして開催するのであれば場所が大切であると思う。  

・今までのフォーラムも効果はあったと思うが、今年度についてはプ

ラン作成のこともあり、広く意見を求めるというのであれば事務局案

でいいと思う。  

・参加費については、500 円でも 1000 円でも参加人数に変わりない。 

・チケット 1000 円では売れないと思う。また、楽しい時間を過ごす

ことがないと記憶に残るものにはならないと思う。  

・色々なご意見ありがとうございました。これを基に事務局に一任と

したい。  

(４ )「第３次ぎょうだ男女共同参画プラン」の策定について説明をお

願いする。  

＜「H23 年度男女共同参画推進プラン作成等スケジュール」を基に説

明。＞  
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事務局  

 

議長  

司会  

副会長  

3１日に業者選定の企画提案会があることを説明。希望があれば評

価員として参加のお願いをする。  

・他に質問等はあるか。無いようでしたら、審議は終了する。  

・会長には議長職ありがとうございました。  

 ・閉会あいさつ  

 

 


